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◇2025 年度は、2030 年ビジョン「だれもが認めあい、ともにいきる地域づくり」の実現に向け、第９次中

期計画（2024～2026 年度）「一人ひとりの価値観を認め合い、誰もが安心できる地域社会づくりをすす

めます」の２年目として取り組みました。 
 
◇2025 年度は、被爆・戦後 80 年の節目の年を迎えました。組合員活動では多世代が平和の大切さを考える

機会をつくり、８月 15日には理事長メッセージ（被爆、戦後 80 年の節目に寄せて）により、一人ひとり

が「いのち」を尊重し安心してくらせる社会を目指すことを示しました。11 月 1 日には、神奈川県原爆

被災者の会及び神奈川県生活協同組合連合会の共催による「被爆 80 年のつどい」を開催協力し、当組合

の組合員をはじめ多世代から多くの参加をいただき、長きにわたる被爆者の核兵器廃絶に向けた取り組

みを労いました。 
 
◇「令和６年能登半島地震」の被災地支援として、パルシステムグループは 2025 年４月 23 日から産直産地

である「ＪＡのと」へ援農支援や、被災地ＮＧＯ協働センター（※１）と連携した支援を開始し、「ＪＡ

のと」支援には当組合職員４人を派遣しました。まだまだ復興への道のりはほど遠く、引き続きパルシス

テムグループとして支援を継続していきます。 
 
◇2024 年から続くいわゆる“令和の米騒動”が収まらない中、2025 年秋からの安定供給を目指し、産直産

地の協力により原料玄米を確保しました。その結果、2025 年３月から続いた抽選供給は、2025 年 11 月

より通常供給に戻りました。一方で、米供給価格の上昇が続いている影響で原料玄米の消化が予定通り

に進まないことから、2026 年２月３回より予約登録米の追加登録を再開、2026 年３月２回より供給価格

の値下げを実施し、産直産地の協力に応えていきます。 
 
◇エコ・チャレンジ基準の改定を検討しました。改定案は、この 20 年間の取り組みを振り返り評価しつつ

農薬削減プログラムの取り組み強化と、生産者が気候変動に対応するための苦渋の選択が反映されまし

た。基準改定は 2026 年４月１日付で施行、2026 年 10 月より基準改定後の農産物が供給となります。 
 
◇2025 年度も配送センターを基点とした地域の賑わいづくりを目的に、センター祭りとは別に『みんなの

フェスティＰＡＬ(※２)』を 10 月に相模センター（来場者 344 人）、１月に横浜中センター（来場者

589 人）、２月に横浜菅田センター（来場者 1,003 人）で開催しました。地域との連携と共にパルシステ

ム商品や取り組みを伝えました。 
 
 
 
 
 
 

  2025年度事業活動を振り返って 
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第１号議案 

 2025年度 私たちが取り組んだこと 
 

※１ 被災地ＮＧＯ協働センター 

阪神・淡路大震災を機に発足した災害救援・復興支援団体。全国各地の被災地で、ボランティアや生きがいづくりなど、当事者と

ともに考える支援を継続的に行っている。 

※２ みんなのフェスティＰＡＬ 

配送センターを地域とのつながりを生み出す居場所として開催するイベント。 
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◇市民が主体となった元気な地域づくりのため、県内で活動する特定非営利活動法人や市民団体の取り組

みを資金面で応援する『市民活動応援プログラム（※３）』は26年目を迎えました。2025年度は41団体（前

年51団体）から応募があり、16団体（前年17団体）に支援を行いました。また、組合員からの賛助金カン

パは19団体（前年20団体）の活動に対して、247,132円（前年比47.5％）の支援が寄せられました。 
 
◇組合員数は、2026 年３月末で 370,220 人（前年比＋1,681 人）、総事業収入額は 595 億円（前年比

104.4％、予算比 104.5％）、供給高は 580 億円（前年比 104.5％、予算比 104.5％）、福祉事業の事業収

入額は 1.8 億円（前年比 97.4％、予算比 105.3％）、全体の経常剰余額は 11.7 億円（前年比 123.2％、

予算比 249.6％）となりました。 

※３ 市民活動応援プログラム 

パルシステム神奈川の剰余金の一部を地域社会に貢献する目的で、神奈川県内で地域社会の課題解決や活性化に取り組む市民団体

やＮＰＯ法人に支援金を拠出する制度。 
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すすめたい事業 

【供給事業】 
① 配送センターを中心にパルシステムの取り組み

（事業と活動）を広げ、地域の賑わいをつくりま

す。また、産直・地産地消の価値を伝え、供給高

554 億円をめざします。 

・ 組合員や地域の多様な方とのつながりを生み出

す居場所やコミュニティとなるよう、地域と連

携した『番田わくわく子ども食堂』の定期開催や

『みんなでゆっくりＣＡＦＥ♪（※４）』、『ゆっ

くり健康マージャン（※５）』、「衣類交換会」な

どを配送センターで行いました。また、『みんな

のフェスティＰＡＬ』を３か所、センター祭りを

２か所で開催し、2,523 人の参加がありました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ パルシステムの価値を伝える取り組みとして、組

合員開発商品『やっぱり石けん！洗濯用粉石けん』

や資源回復に向けた活動につながる「大隅産うな

ぎ」など、商品を広く伝える取り組みを行いまし

た。 

・ より安心、継続的にご利用いただけるよう、接遇

など配送品質向上に向けた『パルクオリティ

2025（※６）』を実施しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 安定して商品をお届けするために、配送センター

６か所で配送コースの見直しを行い、配送コース

の効率化をすすめました。 

・ オリジナルカタログ『いいね！かながわ』では、

商品拡大に向けて、産地やメーカーへの訪問をす

すめ、峰農園の野菜など、新たに 50 品の取り扱

いが決まりました。また、県内の産地やメーカー

を応援するため、新たなテーマとして「地元応援」

を設ける準備をすすめました。 

・ 新規組合員の利用定着を目的としたＬＩＮＥ施

策をＷｅｂ加入者対象に加えて、１月より全加入

者対象に案内を開始しました。 

・ 供給高は、580.1 億円（前年比 104.5％、予算比

104.5％）となりました。 
 

② 「ステーションパル（※７）」の拠点を広げ、新

たなサービスを増やします。 

・ 地域団体と連携して地域の賑わいを広げるため、

ステーションパル「よこすかなかながや」を開設

しました。また、特定非営利活動法人「よこすか

なかながや」と連携して、個人のくらしに合わせ

てパルシステム商品をお届けする新たな生活困

窮者支援を開始しました。 

・ ステーションパルで「親子で梅シロップをつくろ

う」など親子企画のほか、「衣類交換会」や「パ

ン販売会」などを開催し、計 226 人の参加があり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業活動方針の年度活動報告（2025 年４月～2026 年３月） 

※４ みんなでゆっくり CAFE♪ 

配送センターなどの施設で、隣接区にお住いの組合員や地域の人々が集まり交流する居場所として定期的に開催しているイベント。

お菓子やお茶を飲みながら、おしゃべりやエクササイズを楽しみ、またミニ講座なども開催している。 

※５ ゆっくり健康マージャン 

指先と頭を使うマージャンを通して、楽しみながら認知機能の維持や健康づくりと、地域住民の交流の場として配送センターでイベ

ントを開催している。 

※６ パルクオリティ 

配達担当が組合員により気持ちよくご利用いただけるよう、パルシステム本来の業務品質＝「パルクオリティ」に取り組んでいる。 

※７ ステーションパル 

通常の配達以外に、決まった場所で商品を受け取ることができるサービス。 
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③ ニーズに合わせた加入提案を行い、新規組合員

34,645人をめざします。 

・ 新規組合員からの問合せが多い、特典の活用方法

や活用時期などを、開封率と利用頻度の高いＬＩ

ＮＥを活用した案内を実施しました。 

・ 神奈川県の子育て支援を目的とした「はじめてば

こ（※８）」は新規申込者数24,156人（申請率

47.7％、前年19,185人）でした。また、パルシス

テム神奈川の新規組合員は6,220人（前年3,709人）

となりました。 

・ 新規組合員は、35,472人（予算比102.3％、前年

比94.2％）となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ パルシステムを実感できるＷｅｂモデルのサー

ビスを強化します。 

・ より安定的な事業継続と今後のサービスの充実

を目的とした定期便への移行に伴い、タベソダ利

用者への広報をすすめました。 

・ 利便性及び組合員満足度向上に向けて「商品問い

合わせフォーム」の運用を開始しました。また、

組合員同士でお役立ち情報や商品の感想だけで

はなく、日常生活の話題でつながり教え合う、食

とくらしのコミュニティサイト「パルモ！」を開

始し、県内の登録者は555人となりました。 

 

【共済・電力事業】 
① ＣＯ・ＯＰ共済の良さを伝え、たすけあいの輪を

広め、保有件数105,371件をめざします。 

・ 利用満足度の向上を目的に、共済加入５年を迎え

る組合員6,013人、共済加入10年を迎える組合員

3,284人へ感謝状付抽選プレゼントＤＭをお届け

しました。 

・ 新横浜本部アウトバウンドリモート推進（※９）

は実績419件、予算比119.0％となりました。 

・ たすけあい新規加入実績は7,893件で予算比

124.1％、前年比149.1％となりました。 

・ 保有件数（たすけあい、あいぷらす、ずっとあい）

は105,902件で前年比101.5％となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 脱原発・脱炭素社会の実現に向けて「パルシステ

ムでんき」の利用価値を伝え、保有件数7,860件

を維持します。 

・ 脱原発・脱炭素社会の実現に向けて「パルシステ

ムでんき」の利用価値を伝えるため「きぼうので

んき」を毎月発行したほか、組合員向け学習会「そ

れってホント？再エネのうわさ」を開催し、28人

の参加がありました。また、2026年４月から開始

となる「くらし応援制度（※10）」の広報や組合

員アンケートの実施など新規受付に取り組み、保

有件数は7,719件（期首比98.2％）となりました。 
 

【福祉事業】 

① ケアマネジャー及びホームヘルパーのサービス

を拡大し、事業収入 1.7 億円をめざします。 

・ 福祉事業５か年中期事業計画に基づき、川崎市へ

指定居宅介護サービス事業所の申請を行い、５月

１日より、『ぬくもり麻生訪問介護事業所』の開

設が受理され、サービスをスタートしました。 

・ 日常生活の補助具など、福祉用具の小物品の販売

をホームページ内の『いいね！かながわマーケッ

ト』で開始したほか、『みんなのフェスティＰＡ

Ｌ』や『パルゆめつなごう展』などのイベントへ

も出展し、福祉用具の案内を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 事業所体制の構築や重度利用者の受入れなど、介

護保険法に基づく特定事業所加算（※11）の取得

要件を満たしている、ぬくもり東林間の居宅介護

支援事業において、特定事業所加算Ⅱを取得、ぬ

くもり相模大野、ぬくもり川崎、ぬくもり横浜北

の訪問介護事業では、特定事業所加算Ⅰを取得し、

質の高いサービスを提供するための体制を構築

しました。 

・ 事業所の運営体制を整備し、特定事業所加算の取

得をすすめた結果、経営指標の35.0％に対して中

重度利用比率は、居宅介護支援は34.4％（前年比

118.2％）、訪問介護は36.5％（前年比102.5％）

となり、福祉事業収入は、1.8億円（前年比97.4％、

予算比105.3％）となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※８ はじめてばこ 
神奈川県、株式会社テレビ神奈川と連携し、県内の子育て支援やくらしの課題解決をめざしたコラボレーション企画「かながわ MIRAI 
キャンペーン」の主軸となる事業で、県内に生まれた赤ちゃんとそのご家族へ祝福の気持ちを伝え、応援するためのプレゼントボッ

クス。 
※９ アウトバウンドリモート推進 

ご自宅へ訪問せず、お電話のみで商品の説明や加入手続きを行う非対面のご案内方法。 

※10 くらし応援制度 

2026 年４月検針分から、パルシステム手数料の減免制度が適用されている方は、パルシステムでんきの基本料金が免除される制度。 

※11 特定事業所加算 

質の高い介護サービスを安定的に提供する体制が整っている事業所を評価し、介護報酬に上乗せする制度。加算（I）～（V）まで 5つ
の区分があり、「特定事業所加算Ⅰ」を取得するには、厳しい体制基準が求められ、そのため加算率は最も高く設定されている。 
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② 評価制度や賃金制度の見直しにより待遇改善を

図った人事制度を活用し、定着と育成を図りま

す。 

・ 2024年度下期に改正した福祉事業の賃金規程や

人事評価制度を活用し、ホームページや福祉合同

ホームページ、スカウト型人材紹介などの求人媒

体を用いて採用をすすめ、管理監督者（訪問介護

サービス提供責任者）として２人を採用しました。 

・ 介護職員の採用に向け、就職相談会への参加を継

続したほか、2025年度の介護職員初任者研修を２

度開催し、組合員や職員含め計48人（前年46人）

が受講し、47人が修了となりました。ぬくもり事

業所に介護ヘルパーとして３人（前年２人）が就

労しました。 

・ 自立した在宅生活を支援するための介護サービ

ス「生協10の基本ケア（※12）」の知識習得や実

践の底上げ、定着に向けた生協らしい福祉事業を

すすめるための段階別研修を職員12人（前年７人）

が受講し理解を深めました。 

 

③ 新規指定介護保険事業所（小規模多機能型居宅

介護及び認知症対応型共同生活介護）の開設に

向けた準備をすすめます。 

・ 相模原市による 2024 年度の地域密着型サービス

事業所（認知症対応型共同生活介護・小規模多機

能型居宅介護）の建設に関する公募事業者に選定

され、ぬくもり相模大野新築工事の施工事業者の

公募を行い、施工事業者を決定しました。 
・ ぬくもり相模大野の建設地における埋蔵文化財

の試掘調査が６・７月に実施され、本格的に埋蔵

文化財発掘工事の実施が決定し、12 月よりスタ

ートしました。 
・ 総代会議で意見要望として出された建設予定地

における発掘工事の見学会を２月 27 日に開催し、

組合員５人が参加しました。国際文化財株式会社

より説明を受け、埋蔵文化財についての理解を深

めました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 新規施設の開設に向け、生活協同組合パルシステ

ム東京の「陽だまり中野中央」や社会福祉法人「ぱ

る」の施設を訪問し、予定しているサービスの提

供状況や施設管理運営等に関する意見交換を行

うための視察を行いました。また、海外人材の採

用を見据え、一般社団法人国際介護人材育成事業

団や生活協同組合パルシステム東京とともにタ

イ・ミャンマーの現地視察を行いました。 
 

④ 組合員や地域のニーズに合わせたインフォーマ

ルサービス（※13）として、家事支援事業を開始

します。 

・ 家事支援サービス事業を11月より立ち上げ、麻生

センターの組合員限定で案内を開始し、年度末ま

でで13人・66時間の利用がありました。 

・ 家事支援サービススタッフは、『くらし助け合い 

ゆいねっと』サポーターと麻生区の組合員を中心

に募集し、９人が登録しました。家事支援スタッ

フの研修を受講したスタッフから順次、家事支援

サービススタッフとしての活動を開始していま

す。 

 

※12 生協 10 の基本ケア 

利用者ご自身の「ふつうの生活」を取り戻し、利用者・家族の生活の質を高めていくもので、市民生活協同組合ならコープが母体

の社会福祉法人協同福祉会が 2006 年４月から実践してきた考え方を基にした介護サービス。 

※13 インフォーマルサービス 

家族をはじめボランティアや地域社会、事業所などが行う援助活動で、公的な制度だけではカバーしきれない柔軟な支援のこと。 



 

 

 

 

第１号議案 2025年度事業活動報告、決算報告、剰余金処分案承認の件 

 

【組合員活動】 
① 『2030 年組合員活動のありたい姿』の実現に向

けて、仕組みづくりをすすめます。 

・「2030年の組合員活動のありたい姿」について検

討をすすめるため、2024年度の内容を受け、2025

年４月より組合員活動検討会を継続し、12回論議

を行いました。 

・ 2025年度は「地域活動」「課題活動」「ライトな

活動」の３つのタスクで新しい活動体の枠組み・

活動手当・組合員活動の組織体制・会議体などに

ついて論議を重ね、組合員活動検討会にて方向性

を決定しました。 

 

② 配送センターを中心に、様々な人がつながるこ

とで活動する仲間を増やします。 

・ 麻生、鶴見、大和、藤沢、宮前のセンター施設を

活用した居場所づくりが展開されました。そのう

ち麻生、宮前センターの『みんなでゆっくりＣＡ

ＦＥ♪』や『ゆっくり健康マージャン』で、組合

員がボランティアとして関わりました。大和セン

ターでは子育て層に向けた居場所づくりとして

「衣類交換会」が行われ、２人が地区くらぶへの

登録につながりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 相模センターでの『番田わくわく子ども食堂』は、

活動組合員を含むボランティアで運営されまし

た。居場所づくりへの組合員活動の関わりは計35

回、一般組合員の参加と合わせると計53回となり

ました。また第52回相模原市民桜まつりには、相

模エリアが参加しました。 

・ 課題活動検討タスクにて現状の課題活動運用基

準の見直しをすすめ、組合員活動検討会での議論

を経て、より活動しやすい基準に改正しました。

それに伴い、試験的運用で活動していた『子育て

企画考え隊運営チーム』は、2026年度より課題活

動に位置づけました。 

 

 

 

 
③ 講師活動は地域での活躍の場を広げ、学び合い

の機会を増やします。 

・ 講師活動は『食育ぱっくん隊』、『ＰＬＡ（※14）』、

『まなびパル』、『ＬＰＡ(※15)』による講座を

936 回（前年 991 回）開催し、5,163 人（前年 5,274

人）の参加がありました。地域での活躍の場を広

げるため、パルシステム神奈川の施設や外部施設

を合わせ 25 会場で開催しました。 

・ 『食育ぱっくん隊』、『ＰＬＡ』は「親子で梅シ

ロップを作りましょう♪」「ナチュラルな素材で

お掃除」「親子でモンテクリストサンドを作ろ

う！」、『まなびパル』は「レディース健康麻雀」

「健康太極拳」など、『ＬＰＡ』は「資産管理と

投資の基礎講座」「老齢年金について知ろう」な

どの講座を開催し学び合いの機会を増やしまし

た。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ お互いさまの想いをいかせる助け合い活動をす

すめます。 

・ お互いさまの想いをいかせる助け合い活動をす

すめるため、『集団一時保育 すまいる』のステ

ップアップ研修を10月に開催し、「絵本で子育て」

の講義と年末年始試食会を行いました。また、チ

ーム活動では11月に「親子で一緒に遊びましょう

企画第３弾」を実施し、９組の参加があり、キッ

ズメイトも47人登録となりました。 
・ 『くらし助け合い ゆいねっと』は、活動登録説

明会で17人が新規サポーターとして登録しまし

た。2025年度末のサポーターは78人(前年度83人）

となりました。 
・ ゆいねっと活動見直し検討会を2025年４月より

開始し、サポーターによる意見交換を行い、新た

な活動案を取りまとめ、2026年度より新たな活動

内容でゆいねっと活動を行う準備をすすめまし

た。 
 
 

 

 

ひろげたい活動 

※14 ＰＬＡ 

    （パルシステム・ライフ・アシスタント）多くの組合員にパルシステム商品のこだわりを伝える活動で、講師は養成講座を修了した  

組合員が行う。 

※15 ＬＰＡ 

    ファイナンシャル・プランナーの資格をもち、ＬＰＡ（ライフプラン・アドバイザー）として登録している組合員が、中立な立場で 

講師となり、家計の見直しに役立つさまざまな講座を開催している。 



 

 

 

 

第１号議案 2025年度事業活動報告、決算報告、剰余金処分案承認の件 

 

【組合員活動】 
① 『2030 年組合員活動のありたい姿』の実現に向

けて、仕組みづくりをすすめます。 

・「2030年の組合員活動のありたい姿」について検

討をすすめるため、2024年度の内容を受け、2025

年４月より組合員活動検討会を継続し、12回論議

を行いました。 

・ 2025年度は「地域活動」「課題活動」「ライトな

活動」の３つのタスクで新しい活動体の枠組み・

活動手当・組合員活動の組織体制・会議体などに

ついて論議を重ね、組合員活動検討会にて方向性

を決定しました。 

 

② 配送センターを中心に、様々な人がつながるこ

とで活動する仲間を増やします。 

・ 麻生、鶴見、大和、藤沢、宮前のセンター施設を

活用した居場所づくりが展開されました。そのう

ち麻生、宮前センターの『みんなでゆっくりＣＡ

ＦＥ♪』や『ゆっくり健康マージャン』で、組合

員がボランティアとして関わりました。大和セン

ターでは子育て層に向けた居場所づくりとして

「衣類交換会」が行われ、２人が地区くらぶへの

登録につながりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 相模センターでの『番田わくわく子ども食堂』は、

活動組合員を含むボランティアで運営されまし

た。居場所づくりへの組合員活動の関わりは計35

回、一般組合員の参加と合わせると計53回となり

ました。また第52回相模原市民桜まつりには、相

模エリアが参加しました。 

・ 課題活動検討タスクにて現状の課題活動運用基

準の見直しをすすめ、組合員活動検討会での議論

を経て、より活動しやすい基準に改正しました。

それに伴い、試験的運用で活動していた『子育て

企画考え隊運営チーム』は、2026年度より課題活

動に位置づけました。 

 

 

 

 
③ 講師活動は地域での活躍の場を広げ、学び合い

の機会を増やします。 

・ 講師活動は『食育ぱっくん隊』、『ＰＬＡ（※14）』、

『まなびパル』、『ＬＰＡ(※15)』による講座を

936 回（前年 991 回）開催し、5,163 人（前年 5,274

人）の参加がありました。地域での活躍の場を広

げるため、パルシステム神奈川の施設や外部施設

を合わせ 25 会場で開催しました。 

・ 『食育ぱっくん隊』、『ＰＬＡ』は「親子で梅シ

ロップを作りましょう♪」「ナチュラルな素材で

お掃除」「親子でモンテクリストサンドを作ろ

う！」、『まなびパル』は「レディース健康麻雀」

「健康太極拳」など、『ＬＰＡ』は「資産管理と

投資の基礎講座」「老齢年金について知ろう」な

どの講座を開催し学び合いの機会を増やしまし

た。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ お互いさまの想いをいかせる助け合い活動をす

すめます。 

・ お互いさまの想いをいかせる助け合い活動をす

すめるため、『集団一時保育 すまいる』のステ

ップアップ研修を10月に開催し、「絵本で子育て」

の講義と年末年始試食会を行いました。また、チ

ーム活動では11月に「親子で一緒に遊びましょう

企画第３弾」を実施し、９組の参加があり、キッ

ズメイトも47人登録となりました。 
・ 『くらし助け合い ゆいねっと』は、活動登録説

明会で17人が新規サポーターとして登録しまし

た。2025年度末のサポーターは78人(前年度83人）

となりました。 
・ ゆいねっと活動見直し検討会を2025年４月より

開始し、サポーターによる意見交換を行い、新た

な活動案を取りまとめ、2026年度より新たな活動

内容でゆいねっと活動を行う準備をすすめまし

た。 
 
 

 

 

ひろげたい活動 

※14 ＰＬＡ 

    （パルシステム・ライフ・アシスタント）多くの組合員にパルシステム商品のこだわりを伝える活動で、講師は養成講座を修了した  

組合員が行う。 

※15 ＬＰＡ 

    ファイナンシャル・プランナーの資格をもち、ＬＰＡ（ライフプラン・アドバイザー）として登録している組合員が、中立な立場で 

講師となり、家計の見直しに役立つさまざまな講座を開催している。 



 

第１号議案 2025年度事業活動報告、決算報告、剰余金処分案承認の件 

 

【食と農】 
① 交流や体験を通して生産者の「今」と「想い」を

伝え、利用につなげることで互いのくらしと地

域を豊かにします。 

・ 交流や体験を通して生産者の「今」と「想い」を

知る機会として、協議会産地（※16）などで交流

企画を26回（前年31回）開催し、2,969人（前年

3,406人）が参加しました。また、参加したエリ

ア活動組合員はエリアニュースやブログ等で産

地の魅力を伝え利用につなげました。 

・ パシフィコ横浜にて商品展示会『パルゆめつなご

う展』を開催し、組合員等2,290人が来場し、メ

ーカー・生産者との交流やパルシステムの取り組

み等を伝え、利用につなげました。 

・ 生産者と組合員の相互理解を深めるために「生産

者・消費者交流会」を開催し、41産地63人の生産

者と組合員57人が参加し、つくる人、食べる人双

方の想いを伝えあい理解を深める交流会となり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 食育を通して、食の大切さ、生命の尊さを伝えま

す。 

・ 次世代を担う子どもたちへ、「食」や「農業」「生

命（いのち）の尊さ」を伝えるため、お米の出前

授業を小学校 22校と保育園１校、学童１校 合計

24 校（前年 19 校）で開催し、3,910 人（前年 3,900

人）の参加がありました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 横浜南センター祭りにて、全国漁業協同組合連合

会と神奈川県立海洋科学高等学校の生徒による

鯖の捌き方の実演を行いました。実演を通じて食

の大切さ､生命の尊さを伝えました。 
 

 

 

 

 

 

 

③ 学習会や研修を通して、食をめぐる社会問題に

ついて学びます。 

・ 食をめぐる社会問題や食の未来について学び考

えるために「遺伝子組換え食品・ゲノム編集食品」

の学習会を開催し、92人が参加をしました。 

・ 「つくる、たべる、サステナブル」をキャッチフ

レーズに「食料自給率向上」や「食品ロス削減」

にも繋がる「お料理セット」の利用普及を目的と

した「お料理セット」の学習会企画を６か所で開

催し、44人の参加がありました。 

 
【くらし・福祉】 
① 居場所づくりを通じてパルシステムのファンを

増やし、地域との信頼関係を深めます。 

・ 地域との関係づくりを深めるため、「地域わくわ

くプロジェクト」として、「健康チェック」「衣類

交換会」「健康マージャン」「ボッチャ」などを活

用し、配送センターやあしたタウンラボ金沢シー

サイドタウンにて、行政や地域包括支援センター、

市民団体の協力を得て、居場所づくりを行いまし

た。 

・ 南林間地区たすけあい協議会、町カフェ城郷ノス

タルジア、川崎市麻生区常念寺黒川地区では、「健

康チェック」を定期開催しました。スポット開催

では特定非営利活動法人「多文化共生ボランティ

ア団体ＫＡＭ」、特定非営利活動法人「フードバ

ンク浜っ子南」のイベントに、「健康チェック」

や「衣類交換会」で協力しました。 

・ 日本大学生物資源科学部食品ビジネス学科との

産学連携では、ジョイファーム小田原、神奈川県

農協茶業センターの各産地とゼミをつなぎ、商品

プロモーションとしてレシピ集を考案しました。

大和センターで組合員対象にレシピ発表企画を

開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※16 協議会産地 

農事組合法人小田原産直組合、花巻農業協同組合、新みやぎ農業協同組合との協定を締結し、それぞれ「小田原食と緑の交流推進協議

会」、「花巻食と農の推進協議会」、「宮城みどりの食と農の推進協議会」を設立。地域活性化や農を中心とした新たな交流事業、生産者

と消費者が一体となって両者の地域発展に寄与する取り組みを展開している。 
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